
中
島
敦

「
弟
子
」

義

中
居 さ子ム

に二 百聞

を
中
dし、

中
島
教
は
、
「
弟
子
」
(
昭
和
十
七
年
六
月
十
四
日
に
書
き
上
げ
ら
れ
、
中
島

教
が
逝
い
た
二
ヵ
月
後
に
『
中
央
公
論
』
[
昭
和
十
八
年
二
月
号
]
に
発
表
さ
れ

た
)
創
作
に
あ
た
っ
て
、
数
多
く
の
参
考
資
料
を
閲
覧
し
、
膨
大
な
漢
籍
古
典

か
ら
必
要
な
素
材
を
取
捨
選
択
、
精
密
な
計
算
を
し
た
上
、
「
弟
子
」

を
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

の
師
弟
像

「
弟
子
」

は
中
島
教
の
代
表
作
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
労
作
に
関
す
る
中
島
の

コ
メ
ン
ト
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
「
弟
子
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
予
想

さ
れ
る
大
量
の
下
準
備
、
作
品
の
揮
然
一
体
的
な
内
容
構
成
、
終
章
が
力
強
く

書
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
中
島
の
期
待
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
儒

学
に
対
す
る
考
察
と
思
考
の
書
で
も
あ
る
こ
の

は
、
晩
年
の
中
島
敦

「
弟
子
」

の
精
神
的
な
実
態
を
集
中
的
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
わ
れ

わ
れ
は
、
「
弟
子
」
を
通
し
て
、
中
島
敦
の
儒
学
観
お
よ
び
彼
の
精
神
の
深
部
を

覗
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

中島敦「弟子」論

先
行
研
究
で
は
、
「
弟
子
」
の
主
題
、
素
材
関
係
に
つ
い
て
の
論
考
が
多
い
が
、

思
想
影
響
に
つ
い
て
の
論
及
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

し
か
し
、
儒
学
の
家
に
育

ち
儒
学
の
教
養
を
多
く
受
け
つ
つ
終
戦
前
と
い
う
近
代
を
生
き
て
い
た
中
島
敦

の
儒
学
観
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
中
島
敦
研
究
上
に
お
い
て
、

不
可
欠
と
思
わ

孫

樹

林

れ
る
。
本
稿
は
、
「
弟
子
」
に
お
け
る
儒
学
の

「
義
」
「
仁
」
「
中
庸
」

の
思
想
及

び
そ
の
哲
学
的
意
味
を
軸
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
儒
学
観
と
精

神
世
界
の
一
角
を
窺
い
た
い
。

史
書
に
は
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
子
路
に
関
す
る
記
述
は
少
な
く
な
い
。
中
島

-29ー

教
の
描
い
た
孔
子
と
子
路
は
、
関
係
史
書
の
記
載
と
の
問
に
大
差
が
見
ら
れ
な

ぃ
。
と
は
い
え
、
「
弟
子
」
に
よ
っ
て
読
み
取
れ
る
も
の
は
、
史
書
に
お
け
る
腰

臨
と
し
た
孔
子
と
子
路
の
虚
像
で
は
な
く
、
個
性
を
も
た
せ
た
実
像
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
「
弟
子
」
に
登
場
し
て
い
る
孔
子
と
子
路
は
も
は
や
史
書
に
あ
る
広
汎

性
と
共
用
性
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
中
島
教
の
孔
子
と
子
路
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。「

弟
子
」

は
、
全
十
六
章
よ
り
構
成
、

子
路
は
舞
台
の
主
役
、
孔
子
は
、
そ

の
存
在
を
測
る
尺
度
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
全
篇
は
師
と
徒
、
文
と
武
、

陽
と
陰
と
い
う
対
な
る
世
界
で
一
貫
さ
れ
る
。
史
料
に
よ
り
つ
つ
孔
子
と
子
路

を
創
作
し
た
中
島
教
は
、

そ
こ
に
如
何
な
る
人
物
像
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と

し
た
の
か
。

以
下
、
こ
の
対
な
る
師
弟
に
焦
点
を
あ
て
、

そ
の
言
行
の
表
層
下



中島敦「弟子J論

に
潜
ん
で
い
る
哲
学
の
実
態
を
考
察
し
て
み
る
。

ま
ず
、
弟
子
の
子
路
に
つ
い
て
み
る
。
子
路
は
、
孔
子
の
門
に
入
っ
て
儒
学

を
修
め
て
何
十
年
に
な
る
。
し
か
し
、
子
路
は
孔
門
に
身
を
置
き
つ
つ
も
遊
侠

の
徒
の
心
を
終
生
持
っ
て
い
た
。
子
路
の
一
生
を
通
覧
す
る
と
、
そ
の
言
論
、

行
動
と
思
想
に
は
「
忠
」
「
信
」
「
勇
」
な
ど
の
色
彩
が
色
濃
く
映
っ
て
い
る
が
、

そ
の
中
、

も
っ
と
も
目
立
つ
も
の
は
彼
の
骨
子
と
も
な
る
と
思
わ
れ
る

「義」

で
あ
る
。
「
義
」

の
一
字
で
子
路
存
在
の
全
次
元
を
概
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

儒
学
倫
理
に
お
い
て
、
「
義
」
が
重
要
な
徳
目
の
一
つ
で
あ
り
、
深
い
文
化
的

な
内
包
を
有
し
、
中
国
思
想
・
文
化
・
倫
理
史
上
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
こ
と
は
、
改
め
て
言
及
す
る
必
要
も
あ
る
ま
い
。
「
義
」
と
は
何
か
、

子
路
の

「
義
」
は
そ
れ
と
同
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「義」

と
い
う
文
字
は
、

甲
骨
文
、
金
文
の
時
代
に
す
で
に
存
在
し
、
そ
の

-
T己

意
味
は
「
美
」
に
近
い
も
の
で
、
行
動
の
美
を
謡
歌
す
る
の
に
使
わ
れ
た
と
い

ぅ
。
後
に
、
『
中
庸
』
で
は
「
義
者
宜
也
」
(
義
と
は
宜
な
り
)
、
『
文
章
軌
範
』

で
は
「
博
愛
之
謂
仁
。
行
而
宜
之
之
謂
義
」
(
博
く
愛
す
る
之
を
仁
と
謂
う
。
行

な
い
て
之
を
宜
し
く
す
る
之
を
義
と
謂
う
)
と
あ
る
、
こ
の

「義」

は
同
じ
意

味
で
解
釈
さ
れ
る
。
「
義
者
宜
也
」

の

「
義
」
と
は
事
を
行
う
に
も
、
時
と
場
合

に
応
じ
て
適
宜
に
処
理
す
る
こ
と
、
「
宜
」
と
同
音
同
義
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
義
」

は
、
社
会
の
道
徳
倫
理
か
ら
す
れ
ば
宜
し
く
す
る
行
為
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
こ
で
の

「義」

は
、
社
会
に
お
い
て
行
動
す
る
時
に
現
れ
た
「
美
」
と
い
う

要
素
と
、
自
然
の
規
律
に
従
う
こ
と
で
現
れ
て
く
る
適
宜
と
い
う
要
素
が
と
も

に
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
倫
理
的
な
も
の
と
哲
学
的
な
も
の
と
を
伴
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

孔
子
思
想
の
集
成
と
さ
れ
る
『
論
語
』
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
「
義
」

を
論
じ
る
。

①
君
子
之
於
天
下
也
、
無
適
山
也
、
無
莫
也
、
義
之
輿
比
。
(
君
子
の
天
下
に

於
け
る
や
、
適
も
無
く
、
莫
も
無
し
。
義
と
興
に
比
す
)

(
『
論
語
』
〔
里
仁
篇
〕
)

②
君
子
喰
於
義
、
小
人
愉
於
利
。
(
君
子
は
義
に
鴫
り
小
人
は
利
に
時
る
)

(
『
論
語
』
〔
里
仁
篇
〕
)

③
上
好
義
、
則
民
莫
敢
不
服
。
(
上
義
を
好
め
ば
、

即
ち
民
敢
え
て
服
せ
ざ

る
莫
し
)

(
『
論
語
』
〔
子
路
篇
〕
)

④
見
義
不
為
、
無
勇
也
。
(
義
を
見
て
為
さ
ざ
る
は
、
勇
無
き
な
り
)

nu 

内
〈

U

(
『
論
語
』
〔
為
政
篇
〕
)

⑤
子
路
日
、
君
子
尚
勇
乎
。
子
日
、
君
子
義
以
為
上
。
君
子
有
勇
而
無
義
、

為
乱
。
小
人
有
勇
而
無
義
、
為
盗
。
(
子
路
日
く
、
君
子
は
勇
を
尚
ぶ
か

と
。
子
日
く
、
君
子
は
義
以
て
上
と
為
す
。
君
子
勇
有
り
て
義
無
け
れ

ば
、
乱
を
為
す
。
小
人
勇
有
り
て
義
無
け
れ
ば
、
盗
を
為
す
と
)

(
『
論
語
』
〔
陽
貨
篇
〕
)

孔
子
に
は
、
「
義
」
に
関
す
る
論
述
は
少
な
く
な
い
。
引
い
た
論
述
だ
け
か
ら

孔
子
が
い
か
に
「
義
」
を
重
要
視
し
て
い
る
か
、
そ
の
一
斑
を
覗
く
こ

で
も
、

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
論
で
わ
か
る
よ
う
に
、
孔
子
の

「
義
」
に
対
す
る
定

義
、
あ
る
い
は
要
求
は
か
な
り
高
い
。

孔
子
は
、

「
義
」
を
小
人
と
君
子
と
を
区

別
す
る
分
水
嶺
と
し
、
ま
た
、
上
の
も
の
が
義
を
好
め
ば
民
が
自
ず
と
つ
い
て



来
て
国
も
治
ま
る
と
い
う
知
く
、
治
国
の
次
元
に
お
い
て
も
「
義
」
を
論
じ
る

の
で
あ
る
。

孔
子
思
想
の
全
体
か
ら
「
義
」
を
考
察
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、

こ
の

「義」

の
基
底
に
は

「
仁
」
が
そ
れ
を
支
え
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る
の

で
、
「
義
」

は
単
な
る
個
人
の
行
為
に
留
ま
ら
ず
よ
り
高
い
公
徳
性
を
も
つ
も
の

で
あ
る
。
か
く
て
、
こ
の
「
義
」
は
個
人
や
社
会
全
体
に
お
い
て
修
身
、
徳
育
、

治
国
に
役
割
を
果
た
す
も
の
だ
と
、
孔
子
は
考
え
る
よ
う
で
あ
る
。
孔
子
の
「
義
」

論
は
、
古
来
の
自
然
の
規
律
に
従
う
「
適
宜
」
と
い
う
「
義
」

の
内
包
と
一
脈

相
通
じ
る
と
と
も
に
、
孔
子
の
新
釈
も
加
わ
っ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
こ
の
「
義
」

は
孔
子
思
想
の
構
成
に
重
要
な
一
部
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

子
路
の
生
き
た
時
代
に
即
し
て
い
え
ば
、
こ
の

「義」

は
、
倫
理
学
、
哲
学
的

な
も
の
を
も
っ
て
い
る
き
わ
め
て
高
尚
な
る
行
動
の
準
則
と
し
て
、
孔
子
の
儒

学
教
育
に
生
か
さ
れ
て
い
た
と
共
に
社
会
一
般
に
も
通
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
「
義
」
か
ら
す
れ
ば
、
「
弟
子
」
に
お
け
る
子
路
の
「
義
」

は
「
宜
」
と
「
美
」

孔
子
の
唱
え
て
い
る
社
会
全

の
要
素
が
き
わ
め
て
薄
く
、

般
に
お
い
て
の
公
徳
と
し
て
の
「
義
」
と
は
か
な
り
聞
き
が
あ
り
、

し
か
も
自

然
の
規
律
に
従
う
と
い
う
哲
学
的
・
方
法
論
的
な
要
素
も
欠
如
し
て
い
る
。
孔

子
の
、

公
徳
的
な
内
包
を
備
え
る

「
義
」
に
対
し
て
、

lま

「義」

子
路
の

館
、
修
養
の
面
か
ら
接
近
し
た
の
で
は
な
く
、
個
人
の
感
情
的
好
悪
を
土
台
に

中島敦「弟子」論

す
る
狭
院
な
る
個
人
的
な
価
値
観
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
子
路
の
「
義
」

を
支
え
る
の
は
、
「
仁
」

で
は
な
く
、
遊
侠
と
し
て
の

「
勇
」
「
忠
」
「
信
」

で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
「
仁
」

義

は
、
文
明
的
・
教

の
要
素
の
欠
け
た
子
路
の

義
的
・
君
子
的
な
「
義
」
に
達
し
て
お
ら
ず
、
往
々
に
し
て
「
野
」
と
「
俗
」

に
帰
し
て
し
ま
う
。

子
路
は
、
最
後
に
師
の
唱
え
た
「
義
」

の
内
奥
を
得
る
こ

と
も
で
き
ず
遊
侠
の
野
性
的
・
狭
義
的
な
「
義
」
を
背
負
っ
た
ま
ま
そ
れ
に
殉

の
形
態
と
実
質
で
あ
る
。

じ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
は
、

子
路
の
「
義
」

中
島
敦
は
創
作
上
に
お
い
て
自
分
の
創
作
意
図
を
ほ
と
ん
ど
示
さ
な
い
。
し

か
し
、
「
弟
子
」
創
作
に
使
用
し
た
参
考
資
料
に
は
中
島
の
書
入
れ
が
残
っ
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
「
弟
子
」
の
人
物
に
与
え
よ
う
と
し
た
魂
H
思
想
と
の
内
な
る

繋
が
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

中
島
敦
が
「
弟
子
」
創
作
に
あ
た
っ
て
大
い
に
使
用
し
た
資
料
の
一
つ
は
、
『
袖

珍
論
語
』
で
あ
る
。
こ
の
『
袖
珍
論
語
』
に
お
い
て
、
右
に
引
用
し
て
い
る
五

つ
の
語
句
の
各
章
に
は
い
ず
れ
も
作
者
の
書
入
れ
が
見
つ
か
り
、

し
か
も
④
の

欄
外
に
「

O
」
を
つ
け
、
ま
た
「
見
識
不
為
。
無
勇
也
」

の
よ
う
に
黒
イ
ン
ク

1
4
 円。

で
傍
線
を
つ
け
、
⑤
の
欄
外
に
も
「
@
」
を
つ
け
た
上
、
「
君
子
義
以
為
上
。
君

子
有
勇
而
無
義
。
為
乱
。
小
人
有
勇
而
無
義
。
為
盗
」

の
よ
う
に
黒
鉛
筆
で
傍

線
を
つ
け
て
い
る
。
ま
た
、

馬
衣
軽
装
。
奥
朋
友
共
。
敵
之
而
無
憾
」
(
子
路
日
く
、
願
は
く
ば
車
馬
衣
軽
装
、

朋
友
と
共
に
し
、
之
を
敵
り
て
憾
み
無
か
ら
ん
と
)
(
『
論
語
』
〔
公
冶
長
篇
〕
)

と
い
う
章
の
欄
外
に
「

O
」
を
つ
け
、

公

そ
の
内
容
に
鉛
筆
で
傍
線
を
つ
け
て
い

孔
子
の
子
路
評
で
あ
る
「
子
目
。
由
也
千
乗
之
因
。
可
使
治
其
賦

る
。
ま
た
、

也
。
不
知
其
仁
也
。
」
(
子
目
、
由
や
千
乗
の
園
、
其
の
賦
を
治
め
し
む
可
き
な

り
。
其
の
仁
を
知
ら
ざ
る
な
り
と
)
(
『
論
語
』
〔
公
冶
長
篇
〕
)
と
い
う
章
に
も
、

そ
の
欄
外
に
「

O
」
を
つ
け
、
そ
の
内
容
に
鉛
筆
で
波
線
を
つ
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
入
れ
を
も
っ
て
「
弟
子
」
の
子
路
を
考
察
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
中
島
敦
の
注
目
し
た
子
路
で
あ
り
、
「
弟
子
」
に
お
い
て
子
路



中島敦「弟子J論

に
与
え
た
性
格
的
定
位
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
中
島
敦
は
、
こ
う
い
っ
た
『
論
語
』

に
お
け
る
子
路
を
土
台
に
、
「
願
車
馬
衣
軽
装
。
輿
朋
友
共
。
敵
之
而
無
憾
」
と

い
う
「
義
侠
」
肌
の
子
路
、
ま
た

「
不
知
其
仁
」
と
い
う
、
儒
学
の
奥
義
を
と

う
と
う
体
得
で
き
な
か
っ
た
子
路
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

と
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
中
島
敦
は
孔
子
の
唱
え
る
「
義
」

の
内
奥
を
十

分
理
解
し
た
上
で
、
「
勇
」
に
支
え
ら
れ
「
乱
」
に
な
り
が
ち
な
、
遊
侠
的
な
「
義
」

の
持
ち
主
で
あ
る
子
路
を
浮
き
彫
り
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
弟
子
」
の
全
体
に
お
い
て
は
、

子
路
の

「
義
」
が
溢
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

孔
子
の

「
仁
」
も
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
次
の
二
例
を
挙
げ
て
考
察
す
る
。

子
路
が
師
の
悪
口
を
言
っ
た
無
頼
を
殴
っ
た
。

そ
こ
で
、

孔
子
は
次
の
よ
う

に
教
説
を
す
る
。

古
の
君
子
は
忠
を
以
て
質
と
な
し
仁
を
以
て
衛
と
な
し
た
。

不
善
あ
る

時
は
則
ち
忠
を
以
て
之
を
化
し
、
侵
暴
あ
る
時
は
則
ち
仁
を
以
て
之
を
国

う
し
た
。
腕
力
の
必
要
を
見
ぬ
所
以
で
あ
る
。
兎
角
小
人
は
不
遜
を
以
て

勇
と
見
倣
し
勝
ち
だ
が
、
君
子
の
勇
と
は
義
を
立
つ
る
こ
と
の
謂
で
あ
る
。

こ
の
教
説
は
『
孔
子
家
語
』
〔
好
生
篇
〕
か
ら
移
植
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
子

路
が
師
の
悪
口
を
言
っ
た
無
頼
を
殴
っ
た
こ
と
は
、
素
材
に
は
な
い
。
孔
子
の

教
説
は

「
忠
」
「
仁
」
「
善
」
「
勇
」
「
義
」
「
侵
暴
」
「
不
遜
」
「
君
子
」
「
小
人
」

な
ど
の
概
念
を
提
起
し
、

そ
れ
ら
の
相
応
関
係
、
君
子
と
し
て
対
処
す
べ
き
仕

方
、
な
い
し
子
路
の

の

「
仁
」
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
を
指
摘
し
た
も
の

「義」

で
あ
る
。

こ
の
教
説
が
、
孔
子
の
倫
理
学
の
中
核
と
し
て
の

「
仁
」
や
「
義
」

な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
だ
と
、
中
島
敦
は
読
み
と
り
、
孔
子
の
「
仁
」

と
野
蛮
な
る
子
路
の

「
義
」
を
対
照
さ
せ
る
た
め
に
、

つ
ま
り
こ
の
説
教
を
登

場
さ
せ
る
た
め
に
、

子
路
の
暴
行
を
創
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

子
路
が
衛
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
教
を
請
う
た
。
孔
子
は
「
恭
に

し
て
敬
あ
ら
ば
以
て
勇
を
協
れ
し
む
べ
し
、
寛
に
し
て
正
し
か
ら
ば
以
て
強
を

温
に
し
て
断
な
ら
ば
以
て
姦
を
抑
ふ
べ
し
」
と
示
唆
し
た
。
三
年

懐
く
べ
し
、

後
、
孔
子
が
た
ま
た
ま
子
路
の
管
轄
す
る
浦
を
通
っ
た
際
、
「
善
い
哉
、
由
や
、

恭
敬
に
し
て
信
な
り
」
、
「
善
い
哉
、
由
や
、
忠
信
に
し
て
寛
な
り
」
、
「
善
い
哉
、

由
や
、
明
察
に
し
て
断
な
り
」
と
嘆
じ
て
、
子
路
の
政
治
を
肯
定
し
た
。
孔
子

の
賛
辞
の
中
に
「
恭
」
「
敬
」
「
寛
」
「
正
」
「
温
」
「
断
」
「
信
」
「
恭
敬
」
「
忠
信
」

「
明
察
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
孔
子
の

「
仁
政
」

ヮ“η3
 

理
論
を
具
体
化
す

る
も
の
で
あ
り
、
「
弟
子
」
に
お
け
る
孔
子
の
「
仁
」

の
思
想
の
ま
た
一
つ
の
展

開
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
弟
子
」

の
全
篇
に
お
い
て
、
孔
子
が
、
個
性
の
強
い
子
路
の
個
性
に
あ
わ

せ
て
教
育
を
行
う
こ
と
や
、
政
治
家
に
な
っ
て
実
施
し
た
政
治
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
言
行
は
、

「
仁
」
に
よ
っ
て
貫
通
さ
れ
、
孔
子
の
さ
ま
ざ
ま
な
思

玉
、
温
、
寛
、
信
、
敏
、
慧
、
礼
)
も
こ

み
な
こ
の

想
(
忠
、
仁
、
善
、
勇
、
義
、
恭
、

の
「
仁
」

の
一
字
で
概
括
で
き
る
。

「
弟
子
」
創
作
に
思
想
の
素
材
と
し
て
使
わ
れ
た
前
記
の
『
袖
珍
論
語
』
に

は
、
「
仁
」
の
関
係
条
目
に
つ
い
て
の
中
島
の
書
入
れ
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ

の
例
を
三
つ
挙
げ
て
み
る
。

@ 

知
者
利
仁

(
黒
イ
ン
ク
の
波
線
)



⑦ 

O 

(
欄
外
の
「

O
」
と
波
線
は
黒
鉛
筆
)

@ 

子
日
志
士
仁
人
。
無
求
生
以
筈
仁
。
有
殺
身
以
成
仁

。
(
欄
外
の
「
@
」
は
黒
イ
ン
ク
)

以
上
の
よ
う
な
中
島
教
の
注
目
し
て
い
る
「
仁
」

の
思
想
が
、
「
弟
子
」
に
お

い
て
直
接
的
・
間
接
的
・
多
次
元
的
に
孔
子
造
型
上
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
そ
の
詳
細
な
考
察
と
分
析
を
省
略
す

る
以
上
よ
り
、
「
弟
子
」
に
お
け
る
子
路
の
「
義
」
と
そ
れ
に
対
す
る
孔
子
の
「
仁
」

の
あ
り
さ
ま
、

そ
れ
ら
の
儒
学
・
哲
学
上
に
お
け
る
位
置
お
よ
び
そ
の
背
後
に

隠
さ
れ
て
い
る
中
島
敦
の
眼
差
し
な
ど
の
一
斑
が
窺
え
よ
う
。

子
路
は
、
孔
子
の
教
を
受
け
て
四
十
年
に
近
く
し
て
、
な
お
師
と
の
聞
の
「
溝
」

に
隔
た
れ
て
い
る
。
こ
の

「溝」

の
形
成
は
、
表
層
で
は
孔
子
の
偉
大
さ
と
子

路
の
遊
侠
的
な
性
格
と
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

し
か
し
、

そ
の

深
層
的
な
原
因
は
、
子
路
が
自
分
の
「
義
」
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
て
い
た
た
め
、

中島敦「弟子」論

師
の

「仁」

の
奥
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
落
差
に
あ
る
。
こ
の
落
差
の
最
も
顕
著
な
表
象
は
子
路
の

「
中
庸
」

思
想
に
対
す
る
不
理
解
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

「
弟
子
」

に
お
い
て
大
い
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

由

@ 

子
日
、
中
庸
之
為
徳
也
、
其
至
失
乎
。
民
鮮
久
失
。
(
子
日
く
、
中
庸

の
徳
た
る
や
、
其
至
れ
る
か
。

民
鮮
き
こ
と
久
し
と
)

(
『
論
語
』
〔
薙
也
篇
〕
)

『
論
語
』
に
お
い
て
「
中
庸
」
を
直
接
言
及
す
る
の
は
、
こ
の
一
文
し
か
な

い
。
し
か
し
こ
の
一
文
か
ら
も
、
孔
子
が
い
か
に
中
庸
の
徳
を
重
要
視
し
て
い

る
の
か
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
後
、
図
書
の
一
つ
に
『
中
庸
』
が
あ
っ
て
、
『
論
語
』
、

『
孟
子
』
、
『
大
学
』
と
並
べ
て
、
儒
家
の
重
要
な
経
典
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
『
中

庸
』
は
中
和
の
思
想
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
「
中
庸
」
思
想
を
大
い
に
論
じ
て
い

る
孔
子
の

q
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「
中
庸
」
思
想
は
、
中
国
古
来
に
あ
っ
た
「
中
和
」
思
想
の
継
承
、

ま
た
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
方
法
論
と
し
て
孔
子
の
理
論
体
系
の
中
軸
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
孔
子
は
古
来
の
「
中
和
」

の
思
想
を
「
中
庸
」
と
し
、

そ
の
要
を
「
過
猶
不
及
」
と
す
る
。
『
礼
記
』
、
『
中
庸
』
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
「
中
」

と
は
文
字
の
意
味
か
ら
し
て
「
ナ
カ
」
と
な
る
が
、
「
庸
」

は
と「
い用
つ」
意すす
味ムな
だわ
とち

使
う
と
い
う
意
味
、
ま
た
「
常
」

つ
ま
り
「
普
通
並
み
に
」

さ
れ
る
。
こ
の
解
釈
は
現
実
主
義
者
と
思
わ
れ
る
孔
子
に
と
っ
て
は
適
切
の
よ

う
で
あ
る
。
『
中
庸
』
で
は
、
「
時
中
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
を
借
り
て
「
中
庸
」

を
論
じ
る
。
こ
の

「
時
中
」
と
は
、
何
時
で
も
物
事
の
両
端
を
持
っ
て
中
を
取

る
と
い
う
方
法
で
あ
る
が
、
実
践
者
が
具
体
的
な
時
空
、
条
件
、
対
象
に
ょ
っ

て
具
体
的
な
認
知
を
行
な
い
、

正
確
な
判
断
を
踏
ま
え
て

「
中
」
を
と
っ
て
実

行
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
い
っ
た
方
法
に
よ



中島敦「弟子」論

っ
て
行
動
す
れ
ば
、
社
会
の
何
時
に
お
い
て
も
何
処
に
お
い
て
も
そ
の
全
般
と

協
和
的
な
関
係
を
結
ん
で
ス
ム
ー
ズ
に
や
っ
て
い
け
る
こ
と
に
な
る
。
見
る
か

ら
に
は
何
の
奇
矯
な
き
こ
の
方
法
論
は
実
に
奥
義
深
い
弁
証
法
で
あ
り
、
孔
子

の
道
徳
学
、
倫
理
学
、
政
治
学
、
教
育
学
の
多
分
野
に
応
用
さ
れ
、
複
雑
な
構

成
を
な
し
て
い
る
。

孔
子
の
思
想
体
系
は
仁
、
礼
、
中
庸
の
三
つ
の
基
本
範
障
で
構
成
さ
れ
、
仁

は
道
徳
官
学
、
礼
ば
政
治
哲
学
、
た
だ
中
庸
だ
け
は
純
枠
の
哲
学
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
中
庸
は
「
中
」
を
使
う
道
と
し
て
、

孔
子
に
と
っ
て
独
特
の
方
法
論
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
優
れ
た
実
践
法
で
も
あ
る
。
中
庸
が
内
な
る
仁
と
外
な
る

礼
と
の
統
一
で
あ
る
ゆ
え
、
孔
子
は
そ
れ
を
「
至
徳
」
と
す
る
。

孔
子
及
び
そ
れ
以
降
の
中
庸
関
係
の
論
を
さ
ら
に
考
察
し
て
み
る
。

⑮ 

子
目
、
過
猶
不
及
。
(
子
日
、
過
ぎ
た
る
は
猶
ほ
及
ば
ざ
る
が
如
し
)

(
『
論
語
』
〔
先
進
篇
〕
)

@ 

無
可
無
不
可
。
(
可
も
無
く
、
不
可
も
無
し
)

(
『
論
語
』
〔
微
子
篇
〕
)
。

⑫ 

極
高
名
而
道
中
庸
。
(
高
名
を
極
め
て
中
庸
に
よ
る
)

(
『
中
庸
』
〔
十
七
章
〕
)

⑬ 

仲
尼
目
、
君
子
中
庸
、
小
人
反
中
庸
。
(
君
子
は
中
庸
を
し
、
小
人
は

中
庸
に
反
す
る
)

(
『
中
庸
』
〔
二
章
〕
)
。

⑪ 

致
中
和
天
地
位
駕
、

万
物
育
駕
。
(
中
和
を
致
し
て
天
地
位
し
、

万
物

世
円
つ
)

(
『
中
庸
』
〔
一
章
〕
)

⑮ 
の

「
過
猶
不
及
」

は
、
孔
子
の
中
庸
思
想
の
解
釈
と
思
わ
れ
る
。
現
代
的

に
言
う
な
ら
、

ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
。
⑪
は
一
つ
の

立
場
に
固
執
せ
ず
、

そ
の
時
と
状
況
に
応
じ
る
道
で
あ
る
。
⑫
は
、
高
名
を
極

め
る
た
め
に
は
中
庸
と
い
う
道
に
よ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
で
あ
る
が
、

こ
れ

は
孔
子
の
言
う
「
至
飽
」
に
類
似
す
る
。
⑬
は
、
「
中
庸
」
と
い
う
「
至
徳
」
に

対
す
る
態
度
の
如
何
に
よ
っ
て
君
子
と
小
人
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
⑪

は
、
中
和
の
道
を
実
現
す
れ
ば
、

万
物
は
み

天
地
貴
賎
の
位
も
正
し
く
な
り
、

な
王
常
に
発
育
を
遂
げ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
「
中
」
は
「
ほ
ど
よ
い
こ
と
」
、

喜
怒
哀
楽
の
情
け
の
中
庸
を
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
和
」

は
こ
と
を
行
う
場
合
、

な
ご
や
か
に
や
っ
て
い
く
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
「
中
」
は
体
(
原
理
)
、
「
和
」
は

で
あ
る
と
い
う
。
以
上
の
玉
句
を
以
っ
て
、
こ
の

そ
の
用
(
働
き
)

「
中
庸
」

が
孔
子
の
倫
理
道
徳
や
哲
学
上
に
お
い
て
高
い
地
位
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
あ

き
ら
か
で
あ
る
し
、
「
中
和
」

H
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「
中
庸
」

の
大
意
を
掴
む
こ
と
も
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
⑩
⑪
⑫
は
そ
の
方
法
論
、
⑬
⑭
は
「
中
和
」

の
応
用
で
あ
る
。

儒
学
の
家
に
育
ち
、
「
弟
子
」
創
作
の
際
、
関
係
の
古
典
を
熟
読
し
て
い
た
中

島
敦
は
、

孔
子
の
思
想
体
系
に
お
け
る
「
中
庸
」

の
位
置
を
当
然
な
が
ら
熟
知

す
る
は
ず
と
考
え
ら
れ
る
し
、
「
中
庸
」
思
想
が
「
弟
子
」

の
全
篇
に
潜
ん
で
い

る
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
中
島
教
は
、
方
法
論
と
し
て

の
「
中
庸
」
思
想
を
ベ

l
ス
に
、
如
何
に
主
人
公
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

「
弟
子
」
に
お
い
て
、
子
路
は
、
師
の
暖
昧
な
前
後
矛
盾
と
思
わ
れ
る
言
行

に
と
き
ど
き
不
満
を
感
じ

「
是
あ
る
哉
。
子
の
迂
な
る
や
!
」
な
ど
の
よ
う
に

ズ
パ
リ
と
反
擁
す
る
。
臣
下
の
棄
と
通
じ
そ
の
女
の
肌
着
を
身
に
つ
け
て
朝
に

立
っ
た
陳
の
霊
公
に
、
世
冶
と
い
う
臣
が
諌
め
た
の
で
、
殺
さ
れ
た
。
世
冶
が



正
諌
し
て
殺
さ
れ
た
の
は
、
古
の
名
臣
比
干
の
諌
死
と
変
る
と
こ
ろ
な
く
、
仁

と
称
し
て
よ
か
ろ
う
と
弟
子
に
聞
か
れ
た
ら
、
孔
子
は
、
否
と
言
っ
た
。
と
い

う
の
は
、

比
干
材
王
の
場
合
は
血
縁
で
も
あ
り
、

ま
た
官
か
ら
言
っ
て
も
少
帥

で
あ
り
、

己
の
身
を
棄
て
て
争
諌
し
、
殺
さ
れ
た
後
に
材
王
の
悔
悟
す
る
の
を

き
た
し
た
訳
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
仁
と
い
う
べ
き
も
の
。
世
冶
の
霊
公
に

お
け
る
の
は
骨
肉
の
親
に
も
非
ず
、
位
も
一
大
夫
に
す
ぎ
な
い
。
君
正
し
か
ら

ず
一
国
正
し
か
ら
ず
と
知
れ
ば
潔
く
身
を
退
く
べ
き
に
、
身
の
程
を
も
計
ら
ず
、

区
々
た
る
一
身
を
以
っ
て
一
国
の
淫
婚
を
正
そ
う
と
し
た
の
は
、

お
の
ず
か
ら

生
命
を
捨
て
た
も
の
で
、
仁
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い
と
。
こ
れ
を
耳
に
し
た

子
路
は
ど
う
し
て
も
額
け
な
い
。
子
路
は
さ
っ
そ
く
口
を
出
す
。
仁
・
不
仁
は

し
ば
ら
く
措
く
。
た
と
え
結
果
は
ど
う
あ
ろ
う
と
も
、
と
に
か
く
一
身
の
危
き

を
忘
れ
て
一
国
の
素
乱
を
正
そ
う
と
し
た
こ
と
の
中
に
は
、
智
不
智
を
超
え
た

立
派
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
。
そ
れ
に
対
し
て
、

孔
子
は
次
の

よ
う
に
回
答
し
た
。

由
よ
。

汝
に
は
、

さ
う
い
ふ
小
義
の
中
に
あ
る
見
事
さ
ば
か
り
が
自
に

付
い
て
、

そ
れ
以
上
は
判
ら
ぬ
と
見
え
る
。
古
の
土
は
園
に
道
あ
れ
ば
忠

を
壷
く
し
て
以
て
之
を
輔
け
、
園
に
道
無
け
れ
ば
身
を
退
い
て
以
て
之
を
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避
け
た
。
斯
う
し
た
出
慮
進
退
の
見
事
さ
は
未
だ
判
ら
ぬ
と
見
え
る
。
詩

に
日
ふ
。
民
僻
多
き
時
は
自
ら
時
を
立
つ
る
こ
と
な
か
れ
と
。
蓋
し
、
世

治
の
場
合
に
あ
て
は
ま
る
や
う
だ
な
。

師
に
そ
う
言
わ
れ
で
も
、

子
路
は
大
分
長
い
間
考
え
て
も
や
は
り
納
得
で
き

な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
う
だ
と
す
れ
ば
結
局
こ
の
世
の
中
で
最
も
大
切
な
こ

と
は
、

一
身
の
安
全
を
計
る
こ
と
に
あ
る
の
か
?

身
を
棄
て
て
義
を
な
す
こ

と
の
中
に
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
?
一
人
の
人
間
の
出
処
進
退
の
適
不
適
の
ほ

う
が
天
下
蒼
生
の
安
危
と
い
う
こ
と
よ
り
も
大
切
な
の
で
あ
ろ
う
か
?

と
疑

惑
を
抱
く
。
そ
れ
に
対
し
、
孔
子
は
続
い
て
ま
た
こ
う
答
え
る
。

そ
れ
は
何
も
一
身
の
保
全
ば
か
り
が
大
切
と
は
言
は
な
い
。

そ
れ
な
ら

ば
比
干
を
仁
者
と
褒
め
は
し
な
い
筈
だ
。
但
、

生
命
は
道
の
為
に
捨
て
る

と
し
て
も
捨
て
時
・
捨
て
慮
が
あ
る
。
そ
れ
を
察
す
る
に
智
を
以
て
す
る

の
は
、

別
に
私
の
利
の
為
で
は
な
い
。

急
い
で
死
ぬ
ば
か
り
が
能
で
は
な

、
の
だ
。

E
d
 

q
d
 

こ
れ
で
も
、

子
路
は
や
は
り
釈
然
と
し
な
い
。
身
を
殺
し
て
仁
を
成
す
べ
き

こ
と
を
言
い
な
が
ら
、

そ
の
一
方
明
哲
保
身
を
最
上
智
と
考
え
る
傾
向
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
納
得
し
な
げ
な
顔
色
で
立
ち
去
っ
た
子
路

孔
子
は
愁
然
と
し
て
言
っ
た
。
「
邦
に
道
有
る
時
も

の
後
姿
を
見
送
り
な
が
ら
、

直
き
こ
と
矢
の
如
し
。
道
無
き
時
も
矢
の
如
し
。
あ
の
男
も
衛
の
史
魚
の
類
だ

な
。
恐
ら
く
、
尋
常
な
死
に
方
は
し
な
い
で
あ
ら
う
」
と
。

ま
た
、
楚
が
呉
を
撃
っ
た
と
き
、

工
予
商
陽
と
い
う
も
の
が
呉
の
師
を
追
っ

た
が
、
同
乗
の
王
子
棄
疾
に
「
王
事
な
り
。

子
、
弓
を
手
に
し
て
可
な
り
」
と

言
わ
れ
て
は
じ
め
て
弓
を
執
り
、
「
子
、
之
を
射
よ
」
と
勧
め
ら
れ
て
暫
く
一
人

を
射
殺
し
た
。

し
か
し
、
直
ぐ
に
ま
た
弓
を
皮
袋
に
収
め
て
し
ま
っ
た
。
ふ
た

た
び
促
さ
れ
て
ま
た
弓
を
取
り
出
し
、
あ
と
二
人
を
殺
し
た
が
、

一
人
を
射
る
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ご
と
に
眼
を
お
お
っ
た
。
三
人
を
殺
す
と
、
「
自
分
の
今
の
身
分
で
は
此
の
位
で

充
分
反
命
す
る
に
足
る
だ
ら
う
」
と
し
て
、
車
を
返
し
た
。
孔
子
は
、
「
人
を
殺

す
の
中

文
理
あ
り
」
と
感
心
し
た
。
子
路
に
と
っ
て
は
こ
れ
ほ
ど
と
ん
で
も

な
い
こ
と
は
な
い
。
腹
が
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
悌
然
と
し
て
孔
子
に
食

つ
で
か
か
る
。
「
人
臣
の
節
、
君
の
大
事
に
嘗
た
り
で
は
、
唯
カ
の
及
ぶ
所
を
垂

死
し
て
而
し
て
後
に
己
む
。
夫
子
何
ぞ
彼
を
善
し
と
す
る
?
」
こ
れ
く

く
し
、

ら
い
言
わ
れ
る
と
、
孔
子
も
さ
す
が
に
こ
れ
に
は
一
舌
?
も
な
い
。
笑
い
な
が
ら

「
然
り
。
汝
の
言
の
如
し
。
吾
、
た
だ
其
の
、

人
を
殺
す
に
忍
び
ざ
る
の
心
あ

る
を
取
る
の
み
。
」
と
答
え
た
。

そ
の
他
、

同
じ
よ
う
な
ズ
レ
は
、

た
と
え
ば
孔
子
の
哀
公
の
前
に
出
て
義
の

為
に
斉
を
伐
つ
こ
と
を
請
う
た
こ
と
三
度
の
行
動
と
そ
の
後
の

「
吾
、
大
夫
の

後
に
従
ふ
を
以
て
な
り
。
故
に
敢
え
て
言
は
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
の
言
論
も
子

路
の
反
揮
を
招
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

子
路
と
孔
子
の
聞
に
と
き
ど
き
ズ
レ
が
生
じ
る
が
、

そ
れ
は

結
局
、
子
路
が
孔
子
の
方
法
論
と
し
て
の

「
中
庸
」
思
想
の
深
奥
を
の
み
込
め

な
い
た
め
に
生
じ
た
誤
解
、
偏
見
な
の
で
あ
る
。

「
弟
子
」
創
作
の
関
係
資
料
は
、
主
に
「
弟
子
」

の
ス
ト
ー
リ
と
し
て
の
素
材
を
収
集
す
る
も
の
で
し
か
な
く
、
そ
こ
か
ら
は
直

前
述
の
よ
う
に
、
現
存
の

接
的
な
思
想
影
響
関
係
を
発
見
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
中
島
敦
は
こ

れ
ら
の
漢
籍
を
精
読
す
る
聞
に
、

そ
れ
の

「
思
想
」
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
中
島
敦
の
一
部
と
な
り
、
「
弟
子
」
創
造
の
段
階
に
な
る
と
、
作
者
が
意
識
的

そ
れ
ら
が
作
品
に
還
元
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

-
無
意
識
的
に
も
関
わ
ら
ず
、

れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
中
島
教
は

「
弟
子
」
に
お
い
て

「
中
庸
」
と
い
う
言
葉
に
言
及
し
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
内
容
構
成
に
は
孔
子

の

「
中
庸
」
思
想
に
つ
い
て
の
追
究
が
は
な
は
だ
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

し
か

も
、
そ
れ
ら
は
、
中
島
敦
の
、
「
弟
子
」
を
通
し
て
「
中
庸
」
に
対
す
る
理
解
、

ま
た
子
路
の
孔
子
と
の
聞
に
で
き
た
「
溝
」

の
、
哲
学
上
に
お
け
る
差
異
の
原

因
究
明
だ
と
読
み
取
れ
る
。

の
テ

l
マ
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
充
氏
が
「
人
聞
が
真
に
己
れ
を

生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
」
、
「
真
実
の
生
と
は
何
か
」
と
、

藤
村
猛
氏
が
「
己
れ
の
信
念
に
従
い
生
を
送
っ
た
一
人
の
人
間
の
物
語
」
と
、

木
村
一
信
氏
が
「
自
分
の
性
情
に
相
応
し
い
道
を
選
び
取
ろ
う
と
決
意
す
る
」

「
子
路
」

F
h
v
 

qべ

υ

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
こ
そ
違
っ
て
い
る
が

結
論
は
大
同
小
異
で
あ
り
、
今
日
ま
で

「
弟
子
」
主
題
に
関
す
る
最
も
代
表
的

な
論
だ
と
思
わ
れ
る
。

「
弟
子
」

い
ま
、
各
氏
の
論
と
す
こ
し
角
度
を
変
え
て

の
主
題
を
考
え
た
い
。

文
学
的
視
点
か
ら
「
弟
子
」
を
考
察
す
れ
ば
、
小
説
の
主
題
は
た
し
か
に
「
畢

寛
、
俺
は
俺
の
愚
か
さ
に
殉
ず
る
外
に
途
は
な
い
」
と
い
う
中
島
敦
の
従
来
の

テ
ー
マ
と
一
致
し
て
い
る
が
、

し
か
し
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
儒
学
理
論
か

ら
す
れ
ば
、

「
弟
子
」

の
主
題
が
浮
上

そ
の
深
層
に
潜
ん
で
い
る
も
う
一
つ
の

し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
い
っ
た
「
義
侠
」
の
子
路
の
悲
劇
を
描
い
た
意
味
は
何
か
。

子
路
は
、
孔
門
の
弟
子
に
な
り
師
に
導
か
れ
俗
な
る
も
の
を
だ
ん
だ
ん
切
り

捨
て
聖
な
る
者
へ
と
歩
ん
で
い
き
つ
つ
も
、
彼
の
本
質
は
儒
学
に
よ
っ
て
変
え



ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
子
路
の
抱
え
る
難
題
で
あ
り
、
中
島
教
が

「
弟
子
」
を
通

じ
て
探
ろ
う
と
し
た
題
目
で
も
あ
る
と
思
う
。
こ
の
問
題
の
究
明
に
は
、
単
な

る
現
象
的
次
元
に
お
い
て
探
る
よ
り
、
子
路
と
孔
子
の
身
に
現
れ
て
き
た
「
義
」

そ
れ
に
よ
っ
て
、

子
路
の

「
仁
」
「
中
庸
」
の
哲
学
(
倫
理
美
学
)
に
お
け
る
関
係
を
追
究
す
べ
き
で
あ
り
、

る
と
考
え
ら
れ
る
。(

仁
)

(恭

寛

{言

(
中
庸
)

‘-

ネL

楽(
礼
)

「
中
庸
」
思
想
受
容
不
能
の
原
因
は
自
ず
と
判
明
す

-
↓
内
在
の
美

敏

慧
)

令全個.

，裏

本
・質

-
↓
協
和
の
美

文
)

-
↓
教
養
の
美

-
↓
行
為
の
美

l
l
w
外
在
の
美

表・

表
層.

「
弟
子
」
で
は
、
前
に
触
れ
た
「
義
」
「
仁
」
「
中
庸
」
の
ほ
か
に
、
「
恭
」
「
寛
」

中島敦「弟子」論

「
忠
」
「
信
」
「
真
」
「
孝
」
「
敏
」
「
慧
」
「
礼
」
「
楽
」
「
詩
」
「
文
」
「
芸
」
「
勇
」

な
ど
の
儒
学
思
想
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
義
」

「
仁
」
「
中
庸
」
と
共
に
混
じ
り
つ
つ
「
弟
子
」
に
存
在
し
、
儒
学
倫
理
の
有
機

的
な
整
体
を
造
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
哲
学
(
論
理
美
学
)

の
諸
要
素
は
、
右

の
よ
う
な
図
式
で
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

孔
子
の
学
説
は
倫
理
道
徳
、
思
想
哲
学
、
美
学
な
ど
の
分
野
に
行
き
渡
る
と

ど
の
分
野
か
ら
し
で
も
「
仁
」
が
そ
の
核
心
と
な
る
。
孔
子
思

思
わ
れ
る
が
、

想
の
真
髄
と
し
て
の

「
仁
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

そ
の
他
の
思
想
が
派
生
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
上
の
図
式
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
仁
」
か
ら
「
礼
」

は
そ
の
根
本
で

ま
で
は
、
孔
子
の
思
想
体
系
の
全
体
を
な
し
て
い
る
が
、
「
仁
」

あ
る
。
「
仁
」
は
思
想
的
、
精
神
的
、

理
想
的
、
抽
象
的
な
も
の
で
、
表
に
行
く

ほ
ど
そ
の
四
つ
の
性
質
が
薄
れ
て
い
く
。
「
礼
」
に
至
る
と
、
単
な
る
形
体
の
動

作
に
よ
っ
た
作
法
だ
け
に
な
る
。
「
仁
」

は
、
「
恭
」
「
寛
」
「
信
」
「
敏
」
「
慧
」

な
ど
の
具
体
的
な
内
容
を
包
含
す
る
が
、

反
対
に
い
え
ば
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

「
仁
」
に
抽
象
さ
れ
る
。
そ
の
外
に
あ
る
の
は
「
中
庸
」
、
こ
れ
は
「
仁
」
に
基

月

i
円
台
U

づ
い
た

「
中
を
取
る
」
方
法
論
で
あ
る
。
美
学
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
は

「仁」

「
礼
」
「
柴
」
「
文
」
は

孔
子
の
強
調
す
る
君
子
と
し
て
の
教
養
で
あ
る
。
こ
の
教
養
が
あ
っ
て
は
じ
め

の
内
在
の
美
に
対
し
て
協
和
の
美
を
形
成
す
る
。
次
の

て
「
仁
」
と
「
中
庸
」
の
理
想
を
う
ま
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
社
会

に
お
け
る
言
行
も
儒
学
者
の
軌
範
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
「
勇
」

と
「
義
」
は
行
為
の
美
の
現
れ
で
あ
り
、
「
礼
」
は
外
在
の
美
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
す
べ
て
は
、
い
ず
れ
も
孔
子
思
想
の
真
髄
で
あ
り
、
内
在
の
美
で
あ
る
「
仁
」

に
ご
貫
」
さ
れ
る
。

こ
の
妥
当
性
を
も
っ
て

「
弟
子
」
を
考
察
す
れ
ば
、

子
路
が
感
じ
た

「溝」

す
な
わ
ち
孔
子
と
の
差
は
、
全
と
個
と
の
差
、
高
次
元
と
低
次
元
と
の
差
、
表

層
と
本
質
と
の
差
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

子
路
は
孔
子
の
門
を
潜
っ
て
か
ら
確
か
に
進
歩
し
た
。
学
を
嫌
い
長
剣
の
武
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を
好
む
遊
侠
の
彼
は
、
儒
服
を
身
に
纏
っ
て
孔
子
の
教
説
を
真
面
目
に
受
講
す

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
「
恭
」
と
「
礼
」

乱
暴
者
の
彼
は
急
に
親
孝
行
に
な
る
。

で
あ
る
。
不
本
意
で
あ
り
つ
つ
も

こ
れ
は

孝

で
あ
る
。
孔
門
の
規
則

に
従
い
意
を
熱
心
に
鼓
し
、
舞
踏
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は

「
文
」
「
楽
」

あ
る
。
自
分
の
短
所
を
孔
子
に
指
摘
さ
れ
た
と
思
っ
て
思
わ
ず
顔
を
赤
ら
め
た

こ
と
や
、

一
揖
し
隠
者
に
教
説
を
窺
う
こ
と
に
は

「
恭
」
が
あ
る
。
師
の
孔
子

の
不
遇
に
憤
憩
焦
燥
を
感
じ
な
く
な
り
落
乃
若
く
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
漠
然

と
な
が
ら
、
孔
子
及
び
そ
れ
に
従
う
自
分
ら
の
運
命
の
意
味
が
判
り
か
け
て
も

く
る
。
こ
れ
は
「
寛
」
「
慧
」
と
言
え
よ
う
。
政
治
家
と
し
て
成
功
し
た
の
は
子

路
の
最
も
大
き
な
進
歩
の
徴
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
「
信
」
「
仁
」
「
寛
」
「
忠
」

「
直
」
な
ど
が
現
れ
て
く
る
。

し
か
し
、

以
上
の
考
察
で
明
ら
か
の
よ
う
に
、

子
路
の
こ
れ
ら
の
進
歩
は
、
本
質
か
ら
儒
学
に
同
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
形

式
主
義
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

「
勇
」
「
義
」
も
「
仁
」

の
思
想
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ

と
内
な
る
血
縁
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、

し
か
し
、

子
路
は
自
分
の
遊

侠
の
個
性
か
ら
「
仁
」
を
無
意
識
的
に
拒
み
、
そ
こ
か
ら
遊
離
し
て
い
る
の
で
、

孔
子
の

「
仁
」
「
中
庸
」

の
思
想
の
奥
義
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
彼
の

行
動
に
は
「
文
」
「
礼
」
「
信
」
「
忠
」
な
ど
の
要
素
が
見
ら
れ
る
が
、

し
か
し
、

そ
れ
ら
を
支
え
る
も
の
は
往
々
に
し
て
儒
学
の
基
礎
で
あ
る
「
仁
」
で
は
な
く
、

彼
個
人
な
り
の
狭
義
的
な
「
勇
」
「
義
」
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、
彼
の

「
勇
」
「
義
」
は
「
仁
」
と
の
内
な
る
繋
が
り
が
な
く
、

た
だ
の
巷
間
の
遊
侠
的

な
も
の
に
堕
す
る
。
「
仁
」
を
中
心
に
す
る
孔
子
の
教
説
は
、
内
在
的
・
本
質
的

な
も
の
を
強
調
す
る
が
、

子
路
の
そ
れ
は
外
在
的
・
現
象
的
な
も
の
に
し
か
留

ま
ら
な
い
。

孔
子
の
教
説
は
心
を
修
め
る
の
が
要
で
あ
る
に
対
し
、

子
路
は
い

つ
も
義
の
実
行
を
絶
対
に
し
て
い
る
。

で

中
島
教
は
、
後
期
の
創
作
に
お
い
て
求
道
意
識
が
ま
す
ま
す
濃
く
な
っ
て
く

る
。
「
弟
子
」
は
当
然
な
が
ら
中
島
教
求
道
の
実
践
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
師
の
大

き
さ
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
子
路
は
、
師
の
「
朝
間
道
、
タ
死
可
失
」
(
朝
に
道
を

聞
き
て
、
タ
に
死
す
と
も
可
な
り
。
『
論
語
』
[
里
仁
篇
]
)
の
教
を
仰
ぎ
つ
つ
も
、

本
質
的
に
は
依
然
と
し
て
個
に
固
執
し
つ
つ
自
分
の
世
界
を
初
律
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
俗
か
ら
聖
へ
と
昇
華
し
え
ず
、
四
十
年
余
り
の
開
眼
の
前
に
あ
る

儒
学
の
道
が
と
う
と
う
得
ら
れ
ず
自
我
に
殉
じ
て
し
ま
う
。

子
路
の
悲
壮
な
運

命
を
通
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
提
起
さ
れ
る
。
小
と
個
の

「
義
」
に
固
執

す
れ
ば
大
と
全
の

「
仁
」
と
「
中
庸
」
が
体
得
で
き
な
い
、

つ
ま
り
自
我
に
固

口。
η
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執
し
て
は
自
己
救
済
の
道
を
自
ず
と
塞
ぐ
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
自
己
救
済
に
も
道
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
求
道
の
方
法

論
は
、
中
島
教
の

「
弟
子
」

の
深
層
に
お
い
て
探
求
し
よ
う
と
し
た
問
題
の

つ
だ
と
思
う
。

注

(
1
)
村
田
秀
明
『
中
島
敦
「
弟
子
」
の
創
造
』
(
平
成
十
四
年
十
月
、
明
治
書
院
)
に

よ
る
と
、
中
島
教
が
「
弟
子
」
創
作
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
主
な
資
料
と
し
て

は
、
『
国
語
漢
文
大
成
経
子
史
部
第
五
巻
春
秋
左
氏
侍
上
巻
』
(
大
正
九
年

十
月
、
国
民
文
庫
刊
行
会
)
、
『
漢
文
叢
書
春
秋
左
氏
傍
下
』
(
大
正
十
四
年
一

月
、
有
朋
堂
)
、
『
袖
珍
論
語
』
(
大
正
十
一
年
十
二
月
、
斯
文
会
)
、
『
東
洋
思
想

叢
書
2

春
秋
』
(
竹
内
照
夫
、
昭
和
十
七
年
四
月
、
日
本
評
論
社
)
、
『
新
制
最

近
世
界
地
図
糟
訂
改
版
』
(
昭
和
十
四
年
十
二
月
、
三
省
堂
)
、
『
世
界
歴
史
大

系
第
三
巻
東
洋
古
代
史
』
(
橋
本
噌
吉
、
昭
和
八
年
十
月
、
平
凡
社
)
、
『
四
部

数
刊
百
納
本
二
十
四
史
史
記
』
(
国
民
年
間
、
商
務
印
書
館
)
、
『
四
部
叢
刊

[
史
部
]
水
経
注
』
(
国
民
年
間
、
商
務
印
書
館
)
、
『
孔
子
停
付
弟
子
列
傍



中島敦「弟子」論

集
語
』
(
司
馬
遼
藤
原
正
謀
、
昭
和
十
五
年
六
月
、
岩
波
書
庖
)
、
『
毛
詩
抄
一
』

(
昭
和
十
五
年
三
月
、
岩
波
書
底
)
、
『
毛
詩
抄
二
』
(
昭
和
十
七
年
六
月
、
岩
波

書
庇
)
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
[
弟
子
]
は
中
島
敦
の
晩
年
に
多
大
な
精
力

を
注
い
だ
労
作
で
あ
る
。
詳
細
は
前
掲
村
田
氏
の
著
書
参
照
。

(
2
)
中
島
教
「
弟
子
」
と
漢
籍
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
佐
々
木
充
氏
と
村
田
秀
明
氏

の
研
究
は
最
も
注
目
を
受
け
て
い
る
。
佐
々
木
充
氏
は
、
中
島
敦
「
弟
子
」
の

創
造
に
あ
た
っ
て
、
『
孔
子
家
語
』
『
説
苑
』
『
論
語
』
『
史
記
』
『
左
伝
』
な
ど
か

ら
取
材
し
て
い
る
箇
所
を
指
摘
(
『
中
島
敦
の
文
学
』
(
昭
和
四
十
八
年
六
月
、

桜
楓
社
)
、
村
田
氏
の
論
考
(
注
1
参
照
)
は
、
中
島
敦
「
弟
子
」
創
作
に
関
係

す
る
資
料
、
特
に
蔵
書
資
料
に
分
析
検
討
を
加
え
、
「
義
子
」
の
創
作
過
程
と
そ

の
関
係
を
き
わ
め
て
詳
細
に
実
証
的
に
解
明
し
て
い
る
。

(
3
)
曹
利
華
『
中
華
伝
統
美
学
体
系
探
源
』
(
一
九
九
九
年
一
月
、
北
京
図
書
館
出
版

社)。

(
4
)
本
文
の
『
論
語
』
関
係
語
録
の
引
用
と
そ
の
翻
訳
は
、
い
ず
れ
も
吉
田
賢
抗
『
新

釈
漢
文
大
系
1
・
論
語
』
(
昭
和
三
十
五
年
五
月
、
明
治
書
院
)
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

(
5
)
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
大
宮
校
舎
に
あ
る
「
中
島
教
文
庫
」
所
蔵
(
大
正
十

一
年
十
月
、
斯
文
会
)
。

(
6
)
注
2
に
参
照
。

(
7
)
注
3
に
同
じ
。

(
8
)
蓋
根
淡
『
儒
家
中
和
哲
学
通
論
』
(
二

O
O
一
年
四
月
、
斉
魯
書
社
出
版
社
)
。

(
9
)
諸
橋
轍
次
『
中
国
古
典
名
言
辞
典
』
(
昭
和
五
十
四
年
三
月
、
講
談
社
)
。

(
叩
)
注

2
に
同
じ
。

(
日
)
藤
村
猛
「
中
島
教
『
弟
子
』
論
」
(
平
成
五
年
二
月
、
『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』

二
十
二
。

(
臼
)
木
村
一
信
「
『
弟
子
』
論
」
(
昭
和
五
十
年
十
二
月
、
『
九
州
女
学
院
短
期
大
学
学

術
紀
要
』
創
刊
号
)
。

(
悶
)
『
中
華
伝
統
美
学
体
系
探
源
』
(
注
3
参
照
)
に
よ
れ
ば
、
哲
学
、
美
学
、
倫
理

学
に
は
そ
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
内
容
に
隠
し
て
ダ
ブ
っ
て
論
じ

ら
れ
る
現
象
が
多
い
の
で
、
孔
子
の
美
学
と
倫
理
学
あ
る
い
は
哲
学
も
往
々
に

し
て
分
け
ず
に
論
じ
ら
れ
る
と
い
う
。
李
旭
『
中
国
美
学
主
幹
思
想
』
(
一
九
九

九
年
七
月
、
中
国
社
会
科
学
院
出
版
社
)
、
に
お
い
て
孔
子
の
美
学
・
倫
理
学
・

哲
学
を
一
括
に
同
一
視
す
る
。

(
M
)
こ
の
図
式
は
、
曹
利
華
『
中
華
伝
統
美
学
体
系
探
源
』
(
注
3
参
照
)

考
に
し
必
要
に
応
じ
て
培
減
、
変
更
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(
日
)
前
記
の
『
袖
珍
論
語
』
の
「
士
士
山
於
道
」
(
士
、
道
に
志
す
、
忠
岡
町
一
回
』
[
呈
仁
篇
〕
)

一
行
の
欄
外
に
「

O
」
を
つ
け
、
他
の
「
道
」
関
係
の
条
目
に
も
「
ム
」
な
ど

の
記
載
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
一
つ
の
証
拠
と
な
る
が
、
こ
の
問
題
は

今
後
の
研
究
に
ゆ
ず
る
。

の
論
を
参

【
付
記
】
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
外
国
人
特
別
研
究
員
フ
エ
ロ
|
シ
ッ
プ
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
指
導
教
官
久
保
田
啓
一
先
生
の
ご
指
導
の
も
と

に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

(
そ
ん
・
じ
ゅ
り
ん
、
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
・
広
島
大
学
外

国
人
客
員
研
究
員
)
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